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新
潟
県
の
高
等
教
育
の
現
状
と
課
題

｜
｜
新
潟
大
学
の
場
合
｜
｜

臨
教
審
の
反
動
的
な
「
大
学
改
革
」
の
提
雷
の

下
で
、
新
潟
大
学
で
も
学
部
の
再
編
、
管
理

体
制
の
強
化
が
進
行
し
て
い
る
。
真
に
自
主

的
民
主
的
な
大
学
改
革
の
展
望
を
ど
う
切
り

開
い
て
い
く
べ
き
か
：
：
：

は
じ
め
に

「
新
潟
県
の
高
等
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
テ
l
マ
で

は
あ
る
が
、
乙
乙
で
は
新
潟
大
学
の
場
合
に
限
定
す
る
乙
と
と

し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
ま
ず
、
新
潟
県
の
高
等
教
育
に
占
め
る
新

潟
大
学
の
位
置
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
と
う
。
高
等
教
育
機
関
と

は
学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
と
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
の
と
と
で
あ
る
。
新
潟
県
内
に
は
大
学
が
六
校
（
新
潟

大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
上
越
教
育
大
学
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟

歯
学
邸
、
新
潟
薬
科
大
学
、
国
際
大
学
〉
、
短
期
大
学
が
八
校
〈
県

立
新
潟
女
子
短
大
、
新
潟
短
大
、
新
潟
中
央
短
大
、
長
暗
短
大
、
清
陵

糟

谷

憲

－・

女
子
短
大
、
新
潟
工
業
短
大
、
新
潟
大
学
の
二
短
期
大
学
部
て
高
専

が
一
校
（
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
）
あ
る
。

在
学
学
生
数
は
、
文
部
省
の
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
』

（
一
九
八
六
年
度
）
に
よ
る
と
、
大
学
は
一
万
四
一
二
七
名
（
国

立
一
万
二
七
一

O
名
、
私
立
一
四
一
七
名
て
う
ち
学
部
学
生
は
一

万
一
七
六
O
名
（
国
立
一
万
O
四
九
八
名
、
私
立
一
二
六
二
名
て

大
学
院
生
は
一
五
九
四
名
（
国
立
一
四
八
一
名
、
私
立
二
三
名
）

で
あ
る
。
全
国
の
大
学
在
学
生
数
は
約
一
八
八
万
人
、
う
ち
学

部
学
生
は
約
一
七
六
万
人
、
大
学
院
生
は
約
七
万
人
で
あ
っ
た

か
ら
、
新
潟
県
の
対
全
国
比
は
、
在
学
生
数
は

0
・
六
Mm、
学

部
学
生
数
は

0
・
七
鋭
、
大
学
院
生
数
は

0
・
二
Mmを
占
め
る

に
過
ぎ
な
い
。
短
大
は
三
一
二
三
名
（
国
立
八
三
二
名
、
私
立
一
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八
九
一
名
、
公
立
四
O
O名
〉
、
高
専
は
一

O
一
三
名
〔
国
立
一
校

の
み
）
で
あ
る
。
新
謁
県
は
二
四
O
万
人
台
の
人
口
を
有
す
る

が
、
大
学
在
学
生
数
は
新
潟
県
よ
り
人
口
の
少
な
い
宮
城
県

（四万
O
一六
O
人
）
、
岡
山
県
（
二
万
二
八
七
八
人
）
、
熊
本
県

（二万

Q
二
個
人
〉
、
石
川
県
（
一
万
八
二
二
三
人
）
を
下
回
っ

て
お
り
、
新
潟
県
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
（
と
り
わ
け
大
学
）

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
乙
と
は
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。

以
上
の
統
計
的
概
観
の
示
す
と
お
り
、
新
潟
大
学
は
県
内
唯

一
の
総
合
大
学
と
し
て
新
潟
県
の
高
等
教
育
の
中
心
的
な
位
置

を
占
め
て
い
る
。
新
潟
大
学
は
、
新
潟
医
科
大
学
、
新
潟
高
校
、

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
、
県
立
農
業
専
門
学
校
、
新
潟
第
一

・
第
二
・
青
年
の
各
師
範
学
校
を
前
身
と
し
て
、
一
九
四
九
年

に
創
立
さ
れ
た
。
現
在
は
新
潟
市
内
五
十
嵐
・
旭
町
の
両
キ
ャ

ン
パ
ス
に
人
文
・
法
・
経
済
・
教
育
・
理
・
農
・
工
・
医
・
歯

の
九
学
部
と
教
養
部
、
脳
研
究
所
、
積
雪
地
域
災
害
研
究
セ
ン

タ
ー
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
、
附
属
図
書
館
及
び
商
業
短
期
大

学
部
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部
を
置
い
て
い
る
。

学
生
定
員
（
一
九
八
七
年
度
）
は
学
部
が
八
五

O
九
名
（
実
員

八
八
六
七
名
）
、
短
大
が
七
八

O
名
（
実
員
八
O
O名
）
、
大
学
院

が
九
三
七
名
（
実
員
六
O
五
名
）
で
あ
る
。
学
部
の
実
員
が
定

員
を
か
な
り
超
過
し
て
い
る
の
は
、
留
年
生
の
存
在
も
あ
る
が
、

一
九
八
七
年
度
の
受
験
機
会
複
数
化
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て

定
員
を
大
き
く
超
過
す
る
合
格
者
数
を
発
表
し
た
結
果
、
入
学

者
が
定
員
を
か
な
り
超
過
し
た
学
部
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

大
学
院
の
場
合
は
、
定
員
を
充
足
し
て
い
な
い
研
究
科
が
多
い
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
県
内
の
在
学
生
数
と
比
較
し
て
み
る
と
、
県

内
の
学
部
学
生
数
に
お
い
て
新
潟
大
学
の
占
め
る
比
率
は
八
割

弱
、
大
学
院
学
生
数
に
占
め
る
比
率
は
六
割
弱
で
あ
る
。
大
学

践
に
関
し
て
比
重
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
、
長
岡
技
科
・
上
越

教
育
の
両
大
学
が
大
学
院
重
点
大
学
と
し
て
多
数
の
大
学
院
生

を
擁
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

な
お
新
潟
大
学
の
学
部
営
生
中
、
新
潟
長
内
出
身
者
の
占
め

る
比
率
は
、
合
格
者
数
中
に
占
め
る
県
内
出
身
者
数
の
比
率
に

よ
り
近
似
的
に
知
る
乙
と
が
で
き
る
。
一
九
八
六
年
度
の
例
を

と
る
と
、
合
格
者
一
二
四
四
名
中
、
県
内
出
身
者
は
一
二
回
O

名
、
五
七
・
八
%
で
あ
っ
た
。
歯
二
二
・
五
%
、
医
四
二
・
八

第
、
法
四
一
・
四
%
と
県
外
出
身
者
の
方
が
多
い
学
部
が
あ
る

一
方
、
教
育
七
二
・
三
労
、
人
文
六
五
・
二
Mm、
工
六
二
・
六

%
と
県
内
出
身
者
の
比
重
の
高
い
学
部
が
あ
り
、
学
部
の
全
国

的
な
配
置
状
況
、
女
子
学
生
の
比
率
な
ど
と
関
連
し
て
、
学
部

聞
に
差
が
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
論
で
は
新
潟
大
学
の
現
状
を
教
育
研
究
体
制
、
管

理
運
営
の
二
つ
の
固
に
分
け
て
検
討
し
、
主
な
問
題
点
を
指
摘

し
、
さ
ら
に
新
潟
大
学
の
改
革
の
課
題
に
つ
い
て
も
簡
単
に
言
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及
す
る
と
と
と
し
た
い
。
対
象
と
す
る
時
期
は
一
九
八

O
年
以

降
と
し
た
い
。
乙
の
時
期
は
、
一
九
七
九
年
後
半
以
降
の
「
公

務
員
攻
撃
」
の
一
環
と
し
て
、
大
学
の
教
職
員
の
獲
得
し
て
き

た
権
利
が
次
々
と
奪
わ
れ
て
い
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
第
二
次

臨
時
行
政
調
査
会
の
設
置
〈
一
九
八
一
年
八
月
て
学
術
審
議
会

答
申
「
学
術
研
究
体
制
の
改
善
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い

て
」
（
一
九
八
四
年
二
月
〉
、
大
学
設
置
審
議
会
大
学
設
置
計
画

分
科
会
報
告
「
昭
和
六
一
年
度
以
降
の
高
等
教
育
計
画
の
整
備

に
つ
い
て
」
（
一
九
八
四
年
六
月
〉
と
相
つ
い
で
大
学
に
対
す
る

統
制
・
反
動
的
再
編
成
・
「
合
理
化
」
の
攻
撃
が
強
化
さ
れ
て

き
た
時
期
で
あ
る
。
臨
時
教
育
審
議
会
こ
九
八
四
年
九
月
設
置
〉

の
反
動
的
な
「
大
学
改
革
」
の
提
言
は
乙
の
よ
う
な
路
線
の
延

長
上
に
あ
り
、
大
学
に
対
す
る
反
動
化
の
攻
撃
を
一
層
強
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
一

九
八

O
年
以
降
の
時
期
を
対
象
と
す
る
と
と
に
し
た
。

一
、
教
育
研
究
体
制

←） 
学
部
の
改
組
・
再
編

学
部
の
改
組
・
再
編
に
関
し
て
は
、
一
九
八
O
年
の
法
文
学

部
改
組
、
最
近
に
お
け
る
工
・
農
・
教
育
学
部
再
編
の
勤
き
が

挙
げ
ら
れ
る
。
国
立
大
学
に
関
し
て
は
、
一
九
六

0
年
代
に
理

工
系
の
拡
充
が
行
な
わ
れ
、
七

0
年
代
に
入
り
人
文
社
会
科
学

系
も
拡
大
す
る
政
策
が
採
用
さ
れ
た
。
法
文
学
部
改
組
は
人
文

社
会
系
拡
充
政
策
の
辰
後
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、

臨
調
の
「
大
学
・
学
部
・
学
科
の
新
婚
設
抑
制
」
政
策
に
よ
り
、

大
学
の
拡
充
政
策
は
終
結
さ
せ
ら
れ
た
。
最
近
の
学
部
再
編
の

動
き
は
、
別
種
の
性
格
を
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ー
、
法
文
学
部
改
組

法
文
学
部
は
改
組
さ
れ
て
人
文
・
法
・
経
済
の
三
学
部
が
創

設
さ
れ
、
学
生
定
員
は
倍
婚
し
た
。
改
組
の
特
徴
は
①
教
員
組

織
と
し
て
大
講
座
制
が
導
入
さ
れ
た
乙
と
、
②
人
文
学
部
が

「
新
構
想
」
型
の
学
部
と
な
っ
た
乙
と
、
＠
三
学
部
一
事
務
部

制
が
導
入
さ
れ
た
乙
と
で
あ
る
。

大
講
座
制
と
は
、
従
来
の
教
員
組
織
で
あ
る
講
座
制
（
一
学

科
が
数
講
座
で
織
成
さ
れ
、
一
説
座
は
教
綬
て
助
教
授
て
助
手
一

1
二
で
構
成
）
や
学
科
目
制
（
一
学
科
が
数
学
科
目
で
構
成
さ
れ
、

一
学
科
目
は
教
授
一
、
助
教
授
一
で
構
成
）
を
解
体
し
、
教
授
・

助
教
授
と
も
複
数
名
か
ら
な
る
教
員
組
織
を
基
本
単
位
と
し
て

設
け
る
制
度
で
あ
る
。
法
文
学
部
改
組
時
に
は
教
授
の
数
が
助

教
授
の
数
よ
り
多
い
「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」
組
織
で
あ
り
、
助

教
授
の
昇
任
を
促
進
し
、
教
員
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る
と
さ

れ
た
。
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人
文
学
部
が
「
新
構
想
」
型
の
学
部
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
第
一
に
従
来
の
哲
学
（
哲
学
・
心
理
学
の
二
専
修
課
程
〉

史
学
・
文
学
（
国
文
学
・
英
文
学
・
独
文
学
・
仏
文
学
の
凹
専
修
課

程
）
の
三
学
科
を
次
の
よ
う
な
二
課
程
六
大
講
座
に
再
編
し
た

こ
と
で
あ
る
（
各
講
座
の
下
に
記
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
属
す

る
学
問
分
野
で
あ
る
）
。

O
行
動
科
学
課
程

人
間
学
講
産
（
哲
学
、
人
間
学
、
控
室
・
科
学
基
礎
論
、

言
語
学
）

行
動
科
学
講
座
（
心
理
学
、
社
会
学
、
社
会
心
理
学
、
文

化
人
類
学
）

O
文
化
諜
程

日
本
文
化
講
座
（
日
本
史
、
日
本
文
化
史
、
考
古
学
、
日

本
文
化
論
、
国
語
学
、
国
文
学
）

東
洋
文
化
講
座
（
東
洋
史
、
東
洋
文
化
史
、
東
洋
文
化
論
、

中
国
語
学
、
中
国
文
学
）

英
米
文
化
講
箆
（
西
洋
史
、
英
国
文
化
論
、
米
国
文
化
論
、

英
語
学
、
英
文
学
、
米
文
学
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
講
座
（
西
洋
文
化
史
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
論
、
独
語
学
、
独
文
学
、
仏
語
学
、
仏
文
学
、

社
会
学
、

露
語
学
、
露
文
学
）

社
会
心
理
学
、
文
化
人
類
学
が
新
設
さ
れ
、

「「行

動
科
学
」
の
諸
分
野
が
拡
充
さ
れ
、
課
程
の
名
称
も
「
行
動
科

学
」
と
な
っ
た
。
文
化
課
程
は
従
来
の
史
学
科
・
文
学
科
を
合

体
し
て
、
地
域
単
位
に
再
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

盛
ん
な
「
地
域
研
究
」
の
体
制
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上

の
よ
う
な
課
程
・
大
講
座
か
ら
な
る
構
成
は
、
哲
・
史
・
文
学

科
（
学
問
分
野
ご
と
に
8
ら
に
専
攻
・
専
修
課
程
に
細
分
さ
れ
る
）

か
ら
構
成
さ
れ
る
従
来
型
の
文
学
部
と
は
異
な
る
「
新
構
想
」

型
の
学
部
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
新
構
想
」
型
の
第
二
の
特
徴
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
編
で

あ
る
。
哲
・
史
・
文
三
学
科
時
代
は
学
科
も
し
く
は
専
修
課
程

ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
改
組
後
は

学
部
一
本
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
に
な
り
、
学
部
共
通
科
目
・
課

程
共
通
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
乙
の
結
果
、
人
文
学
部
で
は
従

来
型
の
文
学
部
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
大
教
室
授
業
が
陥
唱
え

る
乙
と
に
な
っ
た
。
乙
れ
は
「
総
合
性
」
重
視
の
理
念
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
学
生
は
三
・
四
年
次
に
「
履
修
例
」
を
選

択
し
て
履
修
す
る
と
さ
れ
る
が
、
乙
の
「
履
修
例
」
は
「
専
門

性
の
高
い
段
階
（
ピ
i
ク
）
で
の
学
習
の
方
向
を
示
す
履
修
の

枠
組
」
で
あ
り
、
従
来
の
専
修
課
程
や
コ
i
ス
と
は
違
う
と
説

明
さ
れ
た
。
し
か
し
「
鹿
修
例
」
は
「
大
講
座
」
と
対
応
し
て

お
り
、
実
際
に
は
コ

l
ス
化
し
て
き
で
お
り
、
理
念
そ
の
と
お

り
に
制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
卒
業
論
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文
が
必
修
で
な
く
な
っ
た
と
と
も
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
新
構
想
」
型
の
学
部
の
創
設
計
画
は
、
哲

・
史
・
文
三
学
科
の
中
よ
り
当
初
案
と
し
て
自
発
的
に
出
て
き

た
も
の
で
は
な
く
、
文
部
省
が
三
学
部
の
分
離
改
組
H
拡
充
計

画
の
承
認
と
ひ
き
か
え
に
「
新
構
想
」
型
学
部
構
想
へ
法
文
学

部
教
授
会
を
転
換
さ
せ
る
と
い
う
、
巧
妙
な
誘
導
策
を
展
開
し

た
結
果
、
実
現
を
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
よ
う
に
分
離
改

組
・
学
部
新
設
に
際
し
て
、
大
学
・
学
部
の
自
治
に
対
す
る
文

部
省
の
干
渉
は
実
に
巧
み
に
展
開
さ
れ
る
事
例
が
し
ば
し
ば
あ

る
の
で
あ
る
。

2
、
工
学
部
の
改
組
計
画

工
学
部
で
は
一
九
八
五
年
以
来
、
改
組
が
検
討
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
文
部
省
は
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ル
ド
」

（
純
増
分
は
同
数
の
教
員
・
学
生
数
の
削
減
に
よ
り
捻
出
せ
よ
な
ど
）

を
実
施
せ
よ
と
の
行
政
指
導
を
強
力
に
行
な
っ
て
き
た
。
乙
の

結
果
、
一
九
八
七
年
四
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
第
四
次
案
は
、
現

行
の
九
学
科
一
共
通
講
座
（
四
二
講
座
〉
を
六
学
科
二
回
大
講

座
に
改
組
し
、
学
生
定
員
の
増
加
は
臨
時
増
募
分
を
固
定
化
、

教
員
の
増
も
主
と
し
て
臨
時
増
募
分
の
固
定
化
で
充
て
る
案
と

な
っ
た
。
乙
れ
に
対
し
て
も
文
部
省
は
臨
時
増
募
分
の
固
定
化

は
無
理
で
あ
り
、
現
有
規
模
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ル

ド
を
実
施
せ
よ
と
強
い
態
度
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
。

乙
の
改
組
計
画
の
な
か
み
は
、
先
端
技
術
開
発
と
直
結
す
る

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
光
通
信
・
生
物
化
学
工
学
〈
バ
イ
オ
テ
ク

ロジ
l
）
を
目
玉
と
し
て
お
り
、
独
占
資
本
本
位
の
産
業
構
造

再
編
政
策
に
対
応
し
た
工
学
再
編
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て

い
る
乙
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

3
、
農
学
部
の
改
組
計
画

農
学
部
で
も
学
科
再
編
・
大
講
座
制
の
導
入
の
検
討
が
始
め

ら
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
時
点
で
は
具
体
的
な
案
が
ま
と
め
ら

れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
全
国
の
国
立
大
学
農
学
部
の

動
向
を
み
る
と
、
大
幅
な
改
組
を
実
施
し
た
大
学
が
相
当
数
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
岡
山
大
学
（
一
九
八
六
年
改
組
〉
は
、

五
学
科
〈
農
学
・
園
芸
・
畜
産
・
農
芸
化
学
・
農
業
工
学
〉
二
五
講

座
を
一
学
科
（
総
合
農
学
科
〉
三
領
域
（
生
物
資
源
開
発
・
箆
業
生

産
資
源
開
発
、
人
間
生
存
環
境
保
全
）
八
大
講
座
に
改
組
し
て
い

る
。
た
だ
し
学
生
定
員
一
三

O
名
、
教
員
定
員
七
一
名
に
は
変

更
な
く
、
教
員
定
員
の
内
部
構
成
が
教
授
二
七
・
助
教
授
二
六

・
助
手
一
八
か
ら
三
六
・
二
一
・
一
四
に
変
わ
っ
て
い
る
。
他

大
学
も
岡
山
大
学
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
大
学
科
大
講
座
制
へ

の
改
編
、
教
員
・
学
生
定
員
の
現
状
維
持
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。

政
府
・
財
界
の
農
業
政
策
の
動
向
と
も
関
わ
っ
て
、
農
学
再
編
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問
題
は
大
学
に
お
け
る
重
大
な
動
き
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

4
、
教
育
学
部
の
再
編
計
画

新
潟
大
学
に
お
い
て
は
ま
だ
具
体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い

な
い
が
、
教
育
学
部
再
編
の
動
き
は
昨
年
来
急
速
に
進
ん
で
き

て
い
る
。
乙
れ
は
教
員
養
成
大
学
・
学
部
の
学
生
定
員
の
一
部

を
割
い
て
、
教
員
以
外
へ
の
就
職
を
目
的
と
す
る
課
程
、
言
い

か
え
れ
ば
教
員
免
許
状
の
取
得
を
目
的
と
し
な
い
課
程
（
「
ゼ

ロ
免
コ
l
ス
」
）
を
設
置
す
る
動
き
で
あ
る
。
新
設
さ
れ
る
課

程
は
情
報
科
学
、
人
間
科
学
、
日
本
語
教
育
、
国
際
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

乙
の
動
き
が
起
き
て
い
る
の
は
、
文
部
省
が
教
員
養
成
系
大

学
・
学
部
に
閉
鎖
的
な
教
員
養
成
を
押
し
つ
け
て
き
た
政
策
を

根
本
的
に
反
省
し
た
た
め
で
は
な
い
。
む
し
ろ
教
員
養
成
課
程

の
学
生
定
員
を
減
ら
し
て
お
い
て
、
一
方
で
は
「
教
員
免
許
法
」

を
改
悪
し
て
教
員
養
成
系
以
外
の
学
部
の
学
生
が
免
許
状
を
取

得
す
る
乙
と
を
ま
す
ま
す
困
難
に
す
る
乙
と
を
通
じ
て
、
閉
鎖

的
な
教
員
養
成
政
策
を
一
層
強
化
す
る
乙
と
が
も
く
ろ
ま
れ

て
い
る
。
「
ゼ
ロ
免
コ
l
ス
」
の
登
場
に
よ
り
、
教
員
養
成
の

あ
り
方
が
あ
ら
た
め
て
根
本
か
ら
問
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ

ω 
大
学
院
研
究
科
の
楢
俊

大
学
院
の
拡
充
は
一
九
八

0
年
代
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
て
き

た
。
一
九
八
四
年
に
は
教
育
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
が
設
置

さ
れ
、
現
職
教
員
の
受
入
が
そ
の
新
機
軸
と
さ
れ
た
。
一
九
八

五
年
に
は
人
文
科
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）
が
設
置
さ
れ
た
。

同
研
究
科
は
三
専
攻
（
行
動
科
学
、
日
本
・
東
洋
文
化
、
西
洋
文
化
）

か
ら
な
り
、
人
文
学
部
と
対
応
し
て
「
新
構
想
」
型
の
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
入
学
定
員
僅
か
に
一

O
名
と
い
う
小
規
模
に
お

さ
え
ら
れ
た
問
題
も
か
か
え
て
い
る
。

大
学
院
の
拡
充
に
お
い
て
最
も
重
要
な
動
き
は
自
然
科
学
研

究
科
（
博
士
課
程
〉
の
設
置
で
あ
る
。
同
研
究
科
は
一
九
八
五

年
に
専
攻
の
設
置
が
始
ま
り
、
八
七
年
に
四
専
攻
が
揃
っ
て
完

成
を
み
た
。
国
立
大
学
の
大
学
院
の
博
士
課
程
は
、
医
歯
系
を

除
け
ば
、
旧
帝
国
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
会
に
立
地
す
る

大
規
模
大
学
に
限
ら
れ
、
そ
の
ζ

と
が
大
学
問
格
差
の
一
大
要

因
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
新
潟
大
学
に
金
沢
・
岡
山
両
大
学
と

と
も
に
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
乙
と
は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
国

立
大
学
の
充
実
発
展
、
教
育
・
研
究
の
発
展
の
上
で
大
き
な
意

義
を
有
す
る
乙
と
で
あ
る
。

し
か
し
同
研
究
科
の
設
立
は
多
く
の
問
題
点
を
は
ら
ん
で
い

た
。
ま
ず
同
研
究
科
が
学
部
・
学
科
に
基
礎
を
置
か
な
い
「
総
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合
大
学
院
」
で
あ
る
と
と
は
、
学
部
や
大
学
院
修
士
課
程
（
学

部
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
）
と
の
連
携
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
研
究
科
は
次
の

よ
う
な
四
専
攻
一
四
大
講
座
か
ら
な
っ
て
お
り
、
各
専
攻
・
各

大
講
座
の
教
員
組
織
は
、
理
・
農
・
工
・
教
育
学
部
や
教
養
部

な
ど
の
教
員
が
学
部
・
学
科
の
枠
を
超
え
て
結
び
付
け
ら
れ
た

「
寄
合
所
帯
」
の
よ
う
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

O
自
然
科
学
研
究
科
の
構
成
（
カ
ッ
コ
内
は
大
講
座
名
）

物
資
科
学
専
攻
（
数
理
科
学
、
粒
子
科
学
、
物
質
徳
造
、
物
質

反
応
）
：
：
：
主
と
し
て
理
・
工
の
教
員

生
命
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
（
生
体
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
生
物
機
能

開
発
、
生
物
生
産
）
：
：
：
主
と
し
て
農
・
理
の
教
員

生
産
科
学
専
攻
（
材
料
科
学
、
設
計
・
生
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
、
電
子
・
情
報
シ
ス
テ
ム
）
：
：
：
主
と
し
て
工
の

教
員
、
他
に
農
な
ど
。

環
境
科
学
専
攻
（
地
殻
環
境
科
学
、
地
核
環
境
科
学
、
環
境
問

発
科
学
）
：
：
：
農
・
工
・
災
害
研
の
教
員

乙
の
よ
う
な
構
成
は
「
学
際
領
域
」
や
「
総
合
化
」
の
重
視

と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
博
士
課
程
に
お
い
て
「
学
際
領
域
」

「
総
合
化
」
に
対
応
で
き
る
研
究
者
の
養
成
を
め
ざ
し
て
い
く

の
か
、
そ
れ
と
も
学
部
修
士
課
程
の
上
に
専
門
分
野
ご
と
に
積

み
上
げ
る
形
と
し
て
実
際
に
は
運
用
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う

問
題
は
、
教
育
研
究
体
制
の
あ
り
方
と
し
て
な
お
十
分
な
検
討

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

乙
の
他
に
、
①
設
立
過
程
の
非
民
主
性
（
設
立
の
概
算
要
求
が

決
定

S
れ
た
一
九
八
四
年
八
月
以
前
に
は
関
係
学
部
の
教
授
会
に
も
報

告
さ
れ
た
り
討
議
が
行
な
わ
れ
た
り
す
る
乙
と
が
な
く
、
少
数
の
教
授

に
よ
り
設
立
構
想
が
推
進
さ
れ
た
て
＠
設
立
に
あ
た
っ
て
の
研
究

施
設
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
（
理
学
部
附
属
超
高
層
大
気
観
測
所
の
廃
止
〉

な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

大
学
院
の
拡
充
計
画
と
し
て
は
現
在
、
経
済
学
研
究
科
（
修

士
課
程
）
の
設
置
が
め
ざ
さ
れ
、
一
九
八
六
年
か
ら
は
人
文
・

社
会
系
大
学
院
（
博
士
課
程
）
の
設
置
構
想
の
検
討
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
の
評
議
会
に
お
い

て
「
新
潟
大
学
総
合
大
学
院
（
人
文
社
会
科
学
系
）
検
討
委
員
会
」

の
設
置
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
自
然
科
学
研
究
科
設
立
の
経
験

も
ふ
ま
え
て
、
民
主
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
か
否
か
が
大
い
に

注
目
さ
れ
る
。

国

教
育
・
研
究
条
件
、
教
磯
員
の
労
働
条
件
の
劣
悪
化

ー
、
予
算
の
圧
迫

国
立
大
学
予
算
は
「
教
官
当
た
り
積
算
校
費
」
「
学
生
当
た

り
積
算
校
費
」
を
基
礎
に
計
上
さ
れ
る
が
、
乙
の
積
算
枝
費
は

一
九
八
一
年
以
来
据
置
で
あ
り
、
予
算
は
実
質
的
に
は
削
減
さ



れ
て
い
る
。
「
国
立
学
校
等
特
別
会
計
」
へ
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
額
は
全
体
の
六

om台
と
な
り
、
他
は
学
費
収
入
・
病

院
収
入
と
に
よ
り
充
て
ら
れ
、
「
三
分
の
二
国
立
大
学
」
と
批

判
さ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

2
、
教
職
員
定
員
の
削
減

七
次
に
及
ぶ
定
員
削
減
計
画
が
実
施
さ
れ
、
教
員
の
定
員
増

は
抑
制
さ
れ
、
職
員
に
つ
い
て
は
大
幅
な
定
員
の
削
減
が
行
な

わ
れ
た
。
学
部
・
大
学
院
の
増
設
に
よ
り
学
生
・
教
員
数
は
増

大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
学
部
・
学
科
や
図
書
館
な
ど
直

接
に
教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
職
務
に
従
事
す
る
職
員
が
増
や

さ
れ
ず
、
労
働
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

定
員
内
の
職
員
だ
け
で
は
入
手
が
不
足
す
る
た
め
、
週
四
三

時
間
勤
務
で
あ
り
な
が
ら
、
任
用
中
断
（
一
日
首
切
り
）
・
賃

金
・
休
暇
な
ど
多
く
の
差
別
的
待
遇
を
強
い
ら
れ
て
い
る
定
員

外
職
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
一
年
か
ら
は
人
件
費

抑
制
政
策
の
一
環
と
し
て
定
員
外
職
員
の
コ
－
一
年
期
限
付
雇
用
」

と
い
う
全
く
人
権
を
無
視
し
た
制
度
が
導
入
さ
れ
、
定
員
外
職

員
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
週
三
三
時
間

以
下
の
勤
務
の
「
パ

l
ト
職
員
」
が
増
大
し
、
不
安
定
雇
用
・

劣
悪
な
労
働
条
件
の
問
題
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
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3
、
行

ω職
員
の
切
捨
て

行
口
職
員
と
は
、
行
政
職
俸
給
表
白
の
適
用
を
受
け
る
職
員

の
乙
と
で
あ
る
。
乙
の
う
ち
現
業
職
員
で
あ
る
守
衛
・
ボ
イ
ラ

ー
マ
ン
・
作
業
員
な
ど
は
相
つ
い
で
削
減
さ
れ
、
清
掃
・
洗
濯

（
病
院
凋
係
）
・
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
民
間
委
託
が
進
ん
で
い
る
。

4
、
学
生
臨
時
増
募

文
部
省
は
、
一
九
八
六
年
度
か
ら
九
二
年
度
ま
で
の
一
八
歳

人
口
急
増
期
に
、
大
学
・
短
大
・
高
専
の
入
学
定
員
を
八
万
六

千
人
増
と
し
、
乙
の
う
ち
四
万
四
千
人
を
「
期
限
を
掘
っ
た
定

員
増
」
（
臨
時
地
募
〉
で
充
て
る
方
針
を
取
っ
て
い
る
。
乙
の

も
と
に
な
っ
た
の
が
、
先
述
し
た
一
九
八
四
年
の
大
学
設
置
審

議
会
分
科
会
の
報
告
で
あ
る
。

国
立
大
学
の
場
合
、
学
生
定
員
が
増
加
す
る
と
き
に
は
一
定

の
割
合
に
よ
り
教
員
の
定
員
も
増
加
す
る
基
準
が
あ
る
が
、
臨

時
増
募
に
つ
い
て
は
基
準
が
大
幅
に
切
下
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
で

も
教
員
定
員
法
微
増
と
な
る
が
、
職
員
の
定
員
は
全
く
地
加
さ

れ
な
い
。
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
も
拡
充
を
図
ろ
う
と
し
な
い
。

新
潟
大
学
で
は
医
・
歯
・
教
育
を
除
く
六
学
部
に
お
い
て
臨

時
増
募
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
七
年
度
の
臨
時
治
募

数
は
一
七
七
名
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
度
の
学
生
定
員
は
八
二

二
O
名
で
あ
っ
た
が
、
九
0
年
度
に
は
八
九
二
八
名
と
な
る
乙
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と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
増
加
分
の
七

O
O名
は
一
学
部
の
学

生
数
に
匹
敵
す
る
。
本
来
必
要
な
学
部
増
設
・
拡
充
を
放
棄
し

て
、
教
育
・
研
究
条
件
の
整
備
に
責
任
を
負
う
べ
き
文
部
省
が
、

「
水
増
し
入
学
」
を
奨
励
す
る
と
い
う
異
様
な
事
態
が
展
開
し

て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
、
学
費
値
上
げ

一
九
八
七
年
度
の
国
立
大
学
学
費
は
、
学
部
、
大
学
院
と
も

授
業
料
年
間
三

O
万
円
、
入
学
金
三

O
万
円
で
あ
る
。
私
が
在

学
し
て
い
た
頃
の
授
業
料
は
年
間
一
万
二
千
円
三
九
六
三
年

度
よ
り
七
一
年
度
ま
で
据
置
〉
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
る
と
、
ま
乙

と
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。
一
九
七
一
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答

申
が
国
立
大
学
学
費
は
安
す
ぎ
る
と
し
て
、
計
画
的
値
上
げ
を

提
言
し
て
以
来
、
授
業
料
と
入
学
金
と
が
交
互
に
値
上
げ
さ
れ

て
き
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
高
額
の
学
費
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

回

産
学
協
同

新
潟
大
学
に
お
け
る
産
学
協
同
の
実
態
に
つ
い
て
十
分
に
知

る
乙
と
が
で
き
な
い
の
で
、
学
内
規
程
の
整
備
に
つ
い
て
の
み

ふ
れ
て
お
き
た
い
・

一
九
八
三
年
五
月
の
文
部
省
堂
街
国
際
局
長
の
通
知
に
沿
っ

て
、
八
四
年
六
月
の
評
議
会
に
お
い
て
「
民
間
機
関
等
と
の
共

同
研
究
に
関
す
る
取
扱
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、

企
業
や
自
治
体
な
ど
民
間
機
関
等
の
研
究
者
を
共
同
研
究
員
と

し
て
受
入
れ
る
体
制
の
整
備
の
た
め
に
、
経
済
負
担
、
整
備
等

の
取
扱
、
受
入
れ
の
決
定
手
続
、
特
許
出
願
・
実
用
新
案
権
の

取
扱
（
当
該
民
間
企
業
等
に
五
年
間
の
優
先
権
）
に
つ
い
て
規
定

し
た
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
企
業
等
の
研
究
開
発
の
た
め
に
大

学
の
研
究
者
の
協
力
、
施
設
・
設
備
の
利
用
を
可
能
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
特
定
企
業
の
利
益
に
学
聞
を
従
属
さ
せ
る
「
産
学

協
同
」
へ
の
道
を
大
き
く
聞
く
危
険
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

二
、
管
理
運
営

←） 
大
学
自
治
の
侵
害

一
九
六

0
年
代
末
か
ら
七

0
年
代
初
め
の
大
学
民
主
化
闘
争

の
中
に
お
い
て
、
大
学
の
自
治
は
教
授
会
の
自
治
で
あ
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
教
員
・
職
員
・
院
生
・
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

権
利
を
も
っ
て
大
学
の
自
治
を
形
成
す
る
と
い
う
「
全
構
成
員

自
治
」
の
原
則
が
確
認
さ
れ
た
。
乙
の
原
則
に
沿
っ
て
、
教
授

会
の
民
主
化
（
構
成
員
を
教
授
だ
け
で
な
く
全
教
員
に
拡
大
）
や
学

長
選
挙
の
参
考
投
票
へ
の
職
員
参
加
な
ど
が
実
現
し
た
。
乙
う

し
た
管
理
運
営
の
民
主
化
は
、
全
構
成
員
の
自
治
の
確
立
を

め
ざ
す
自
主
的
民
主
的
改
革
の
中
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
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た。
文
部
省
一
は
当
初
か
ら
自
主
的
民
主
的
改
革
の
動
き
に
反
対

し
、
一
九
七

0
年
代
を
通
じ
て
系
統
的
に
攻
撃
を
加
え
て
き
た
。

一
九
八

0
年
代
に
入
る
と
、
臨
調
路
線
を
背
景
に
反
動
化
の
攻

撃
は
強
ま
り
、
つ
い
に
一
九
八
三
年
五
月
、
学
長
選
考
規
程
が

改
悪
さ
れ
て
職
員
参
加
の
参
考
投
票
は
廃
止
さ
れ
た
。

乙
の
時
、
職
員
組
合
が
学
長
・
当
局
を
強
く
批
判
し
た
の
で
、

学
長
や
規
程
改
悪
推
進
者
は
、
大
学
の
運
営
に
職
員
の
意
思
を

反
映
さ
せ
る
乙
と
は
職
員
組
合
と
の
交
渉
な
ど
を
通
じ
て
保
障

す
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
一
九
八
六
年
一
二
月
に
な
る
と
、

学
長
及
び
事
務
局
は
、
職
員
組
合
の
学
長
交
渉
の
参
加
人
数
の

制
限
を
図
り
、
従
来
慣
行
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
分
会
代
表

や
特
定
要
求
項
目
に
関
係
深
い
組
合
員
の
参
加
を
拒
否
す
る
態

度
に
出
て
き
た
。

ζ

の
問
題
は
現
在
も
係
争
中
で
あ
る
が
、
学

長
・
事
務
当
聞
が
大
学
運
営
に
全
構
成
員
の
意
思
を
反
映
さ
せ

る
乙
と
を
い
か
に
無
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
を
端
的
に

示
す
事
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

口

事
務
局
上
層
官
僚
主
導
の
大
学
運
営

管
理
運
営
の
反
動
化
の
一
面
は
、
事
務
局
長
・
庶
務
部
長
・

経
理
部
長
な
ど
文
部
省
派
遣
の
事
務
局
上
層
官
僚
主
導
の
大
学

運
営
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。

ζ

の
傾
向

は
前
々
学
長
の
猪
学
長
時
代
（
一
九
七
九
年
一

O
月
3
八
五
年
一

O
月
〉
以
来
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
他
方
、
各
学
部
・
研
究
所

等
か
ら
選
出
さ
れ
た
評
議
会
は
大
学
の
正
規
の
管
理
運
営
機
関

で
あ
り
な
が
ら
、
会
議
時
間
の
短
か
さ
・
審
議
機
能
の
低
下
な
ど

形
骸
化
が
進
ん
で
い
る
。
選
出
部
分
・
審
議
機
関
の
弱
体
化
が

事
務
局
上
層
官
僚
主
導
の
運
営
を
許
し
て
い
る
重
大
な
要
因
で

あ
る
。日

官
僚
統
制
の
強
化
、
事
務
機
構
の
「
合
理
化
」

事
務
職
員
の
う
ち
、
部
長
・
課
長
ク
ラ
ス
以
上
の
ほ
と
ん
ど

は
文
部
省
か
ら
派
遣
さ
れ
（
文
部
大
臣
に
任
命
継
が
あ
る
）
、
全
国

各
地
の
大
学
を
渡
り
歩
い
て
い
る
（
私
た
ち
は
乙
れ
を
「
渡
り
鳥

官
僚
」
と
よ
ん
で
い
る
）
。
彼
ら
は
短
期
で
移
動
す
る
か
ら
、
大

学
の
実
情
を
ふ
ま
え
て
民
主
的
な
意
思
形
成
・
大
学
運
営
を
め

ざ
す
と
い
う
乙
と
は
な
く
、
い
か
に
文
部
省
の
政
策
な
り
方
針

な
り
を
各
大
学
の
内
部
に
徹
底
さ
せ
る
か
を
そ
の
巌
大
の
使
命

と
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
乙
の
事
務
部
・
課
長
を
置
く
部

局
は
、
従
来
は
事
務
局
・
学
生
部
・
医
学
部
附
属
病
院
で
あ
っ

た
が
、
一
九
八
二
年
に
附
属
図
書
館
、
八
五
年
に
歯
学
部
に
事

務
部
課
長
制
が
導
入
さ
れ
た
。
乙
れ
を
通
じ
て
当
該
部
局
に
は

文
部
省
の
官
僚
統
制
が
直
接
に
強
く
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
事
務
局
へ
の
権
限
集
中
、
学
部
・
学
科
の
事
務
組
織
の
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沼
化
・
縮
小
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
法
文
学
部
改

組
に
際
し
て
三
学
部
一
事
務
部
制
が
導
入
さ
れ
た
乙
と
、
歯
学

部
・
間
附
属
病
院
の
事
務
部
が
統
合
さ
れ
た
乙
と
（
同
時
に
部

課
長
制
を
導
入
）
、
理
科
系
部
局
の
各
学
科
に
配
置
さ
れ
て
い

る
教
室
系
事
務
職
員
廃
止
の
構
想
な
ど
で
あ
る
。
学
部
の
自
治

を
保
障
し
、
学
部
・
学
科
の
教
育
・
研
究
支
援
業
務
を
有
効
に

遂
行
す
る
た
め
に
は
、
一
学
部
一
事
務
部
制
、
教
室
系
事
務
機

員
の
存
続
（
む
し
ろ
培
加
）
な
ど
教
育
・
研
究
組
織
に
即
応
し

た
事
務
組
織
の
編
成
乙
そ
必
要
で
あ
る
。
現
状
は
と
れ
と
背
反

し
た
一
元
化
・
統
合
が
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

四

自
性
科
学
研
究
科
の
逮
営
の
問
題

自
然
科
学
研
究
科
に
つ
い
て
は
設
立
過
程
の
非
民
主
性
が
ま

ず
管
理
運
営
上
の
重
大
問
題
で
あ
っ
た
が
、
設
置
後
も
「
マ
ル

合
主
導
の
運
営
体
制
」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
研
究
科

の
管
理
運
営
事
項
を
審
議
す
る
「
運
営
委
員
会
」
、
教
学
事
項

を
審
議
す
る
「
学
務
委
員
会
」
の
委
員
と
し
て
各
大
講
座
の
代

表
一
名
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
乙
の
代
表
は
専
任
教
授
中
の
「
研

究
指
導
及
び
講
義
担
当
適
格
者
」
と
す
る
「
・
申
し
合
わ
せ
事
項
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
研
究
科
設
置
の
擦
に
、
各
専
攻
・
大
講

座
を
構
成
す
る
予
定
の
教
員
は
大
学
設
置
審
議
会
の
資
格
審
査

に
付
さ
れ
た
が
、
設
置
認
可
の
た
め
に
は
大
講
座
ど
と
に
何
名

か
の
「
研
究
指
導
及
び
講
義
担
当
適
格
者
」
と
判
定
さ
れ
る
教

員
が
必
要
で
あ
る
と
の
基
準
が
あ
り
、
乙
の
「
研
究
指
導
及
び

講
義
担
当
適
格
者
」
と
判
定
さ
れ
た
教
員
が
「
マ
ル
合
」
で
あ

る
。
「
マ
ル

A
E
中
心
の
運
営
体
制
を
設
け
る
乙
と
は
、
教
授

内
部
に
さ
え
「
マ
ル

A
E
と
非
「
マ
ル
合
」
と
の
差
別
を
つ
く

り
出
し
、
教
員
内
の
格
差
を
拡
大
し
、
管
理
運
営
の
民
主
化
に

逆
向
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
助
手
の
任
期
制
の
導
入
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
助
手

は
同
研
究
科
に
専
属
し
（
学
郎
の
助
手
と
は
別
〉
、
各
大
講
盛
一

名
で
あ
る
。
大
講
座
に
は
多
く
の
専
門
学
問
分
野
が
属
し
て
い

る
こ
と
か
ら
特
定
の
分
野
だ
け
に
助
手
が
配
属
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
学
部
の
助
手
と
違
っ
て
昇
任
す
る

乙
と
も
困
難
で
あ
る
乙
と
な
ど
を
理
由
に
、
三
年
の
任
期
が
導

入
さ
れ
た
。
乙
れ
は
大
学
の
自
治
を
支
え
る
制
度
的
枠
組
で
あ

る
教
員
の
身
分
保
障
を
暖
昧
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
職
員
の
負
担
増
の
問
題
が
あ
る
。
同
研
究
科
に
は
僅

か
六
名
の
事
務
職
員
か
ら
な
る
事
務
部
が
設
け
ら
れ
、
研
究
科

全
般
に
関
わ
る
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
各
専
攻
・
大

講
座
に
専
属
す
る
事
務
職
員
・
技
官
は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
大
講
座
主
任
の
屈
す
る
学
科
の
事
務
職
員
・
技
官
が
、

本
来
の
業
務
で
は
な
い
大
講
直
の
業
務
を
担
当
す
る
乙
と
に
な

り
、
労
働
強
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
予
算
規
模
の
点
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か
ら
は
一
学
部
が
新
設
さ
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
の
に
、
図
書

舘
職
員
の
定
員
は
ま
た
も
や
増
や
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
図
書

館
職
員
の
労
働
強
化
も
深
刻
で
あ
る
。
職
員
の
意
思
が
反
映
し

に
く
い
、
あ
る
い
は
反
映
さ
れ
な
い
管
理
運
営
の
問
題
性
が
乙

こ
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

三
、
新
潟
大
学
の
改
革
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
多
く
の
問
題
点
を
か
か
え
る
新
潟
大
学
で
は

あ
る
が
、
そ
の
勾
主
的
民
主
的
改
革
の
展
望
を
ど
う
切
り
開
い

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
反
動
化
の
強
ま
り
の
中
で
に
わ
か

に
は
実
現
し
が
た
い
が
、
改
革
の
方
向
は
つ
ね
に
明
ら
か
に
し

て
お
く
べ
・
き
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
大
学
・
学
部
の
自
主
的
民
主
的
な
充
実
発
展
と
教
育

・
研
究
条
件
の
抜
本
的
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
新
潟
大
学
は
学

部
・
学
科
・
学
問
分
野
な
ど
の
菌
で
一
一
周
の
充
実
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
予
算
・
教
職
員
定
員
の
増
加
、
施
設
・
設

備
の
充
実
を
は
か
り
、
現
に
存
在
す
る
大
学
問
格
差
を
打
破
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
部
・
学
科
等
の
改
組
・
増
設
に
あ
た

っ
て
は
、
当
然
に
討
議
の
民
主
性
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
に
大
学
運
営
に
全
構
成
員
の
意
思
が
反
映
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
学
長
選
挙
の
民
主
化
を
ふ
く
め
た

全
構
成
員
の
自
治
の
再
確
立
を
は
か
り
、
管
理
運
営
の
民
主
化

を
進
め
て
い
く
乙
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
三
に
全
縫
成
員
自
治
の
再
確
立
と
密
接
不
可
分
な
も
の
と

し
て
、
教
職
員
の
地
位
と
権
利
を
確
立
し
、
不
安
定
雇
用
の
解

消
を
ふ
く
め
て
労
働
条
件
の
大
幅
な
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
で

あ
る
。第

四
に
「
国
民
に
聞
か
れ
た
大
学
」
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
地

域
住
民
に
聞
か
れ
た
大
学
」
に
し
て
い
く
乙
と
で
あ
る
。
政
府

・
財
界
も
「
社
会
に
聞
か
れ
た
大
学
」
と
唱
え
て
い
る
が
、
財

界
・
官
僚
な
ど
社
会
の
一
部
の
特
定
勢
力
に
開
か
れ
た
大
学
で

は
な
く
、
地
域
住
民
全
体
に
聞
か
れ
た
大
学
と
な
る
乙
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
大
学
の
民
主
化
が
不
可
欠

で
あ
る
。
全
構
成
員
の
自
治
が
確
立
さ
れ
て
と
そ
、
大
学
が
地

域
住
民
全
体
に
聞
か
れ
た
大
学
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
が
聞

か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
教
育
・
研
究
の
内
容
が
地
域
の

諸
課
題
に
正
し
く
応
え
ら
れ
る
諸
分
野
諸
要
素
を
よ
り
多
く
含

む
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
努
力
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。

私
の
見
閣
に
依
存
す
る
と
乙
ろ
が
多
く
、
不
正
確
な
点
や
言

及
す
べ
く
し
て
言
及
し
て
い
な
い
点
も
少
な
く
な
い
と
思
う

が
、
新
潟
大
学
の
現
状
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

（
か
す
や

け
ん
い
ち
H
新
潟
大
学
人
文
学
部
）


